Investigation Study on Course Stability of Ships by a Circulating Water Channel by Hashizume, Yasuhisa
第５号様式 
                 
論文審査の要旨 
博士の専攻分野の名称  博 士 （ 工学 ） 
氏名 橋詰 泰久 
学位授与の要件 学位規則第４条第１・２項該当 
論 文 題 目 
回流水槽による船舶の針路安定性に関する研究 
(Investigation Study on Course Stability of Ships by a Circulating Water Channel) 
 
論文審査担当者 
主  査   教 授  安川 宏紀        印  
審査委員   教 授  土井 康明        印 
審査委員   教 授  岩下 英嗣        印 










第 2章では本研究で用いた 4隻の肥大船の紹介を行った． 




















の CMT(Circular Motion Test)結果からの推定と良く一致した．船型設計の現場における本研
究の成果の利用の可能性を示すため，5 つの段階を経て回流水槽試験結果から針路安定性
評価の手順について述べた．また舵効き性能の評価には舵の制御力によって作用する船体
横方向の力とモーメントを示す微係数 Y’δ,N’δをプロペラ荷重度ベースで比較することが有
効であると示した．回流水槽での舵角試験結果が曳航水槽や角水槽での結果と良く一致し
ており、舵効き性能評価に回流水槽が有効であることを示した． 
第 7章は結言であり各章の結果をまとめた上で，回流水槽で得られた針路安定性の推定
は信頼がおけるものとなったことを述べた．  
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格がある
ものと認められる． 
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